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 今年も春ららら市に参加しました。両日ともにさわやかな晴れの天気で、桜も 

満開となり、お花見も兼ねてか会場は多くの方で賑わっていました。金澤町家研 

究会は昨年に引き続き、しいのき緑地のワークショップテントにて参加し、町家 

箱づくりワークショップと昨年度制作した町家紙芝居のイラストを用いた塗り絵 

ワークショップを行いました。そのほか、自宅で作れる町家箱キット、金沢くろ 

瓦マスキングテープ、ポストカードや書籍等の販売とともに、各種パンフレット 

配布を行い、金澤町家や金澤町家研究会の活動に関する情報発信を行いました。 

金澤町家だより    【第 48 号】 
2024.4 

■「乙女の金沢 春ららら市 2024」（4 月 6 日（土）、7 日（日）開催） 

 

■フードピア金沢 2024「金澤町家周遊ツアー」 

 
 金沢の冬のイベント「フードピア金沢」にて、今年も「金澤町家“食”めぐり 

金澤町家周遊ツアー」に協力しました。例年同様に 5 ツアーを企画し、1 つのツ

アーでは昨年同様に弁当の持ち帰りとし、ほか 4 つのツアーでは町家を活用した

飲食店での会食が復活しました。比較的天候にも恵まれ、それぞれの地区でまち

歩きを楽しむことができました。また、一部の見学先では屋内の公開にもご協力

いただき、家主の方からのお話しを伺うなどしました。 

●材木町界隈ツアー 2 月 3 日（土）「多様な活用事例と魅力」 

●尾張町界隈ツアー 2 月 10 日（土）「老舗町家の城下町風情」 

●金沢駅界隈ツアー 2 月 12 日（月祝）「広がる活用と町家の姿」  

●東山・観音町界隈ツアー 2 月 17 日（土）「伝統的まちなみ・活用・暮らし」 

●長町・香林坊界隈ツアー 2 月 24 日（土）「武家屋敷・町家の活用事例」 

■調査報告「能登半島地震の被災調査」 

 

会場の様子 

本年（2024 年）元日に能登半島を震源とする大きな地震（令和 6 年能登半島地

震）が発生しました。 

本研究会は金沢における歴史的建築物（金澤町家）を対象として、それらの改

修・活用を支援する取り組みを行っていることから、金澤町家の震災による影響

について、連携する建築士の方々にお願いし 1 月末時点で把握されている情報に

ついて知らせていただき、それらを集計、分析して、報告書にまとめました。 

報告書につきましては、金澤町家研究会ホームページにて公開しておりますの

で、下部の URL よりご覧ください。  

↓「能登半島地震の被災調査」を見る 

https://kanazawa-machiya.net/efforts/survely/ 

https://kanazawa-machiya.net/efforts/survely/


 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ＮＰＯ法人 

金澤町家研究会 

 

【お問い合わせ】 事務局 

〒920－0854 金沢市安江町 4番 20号 

Tel.076-254-0647／fax.076-254-0657 

E-mail kanazawa-machiya@nifty.com http://kanazawa-machiya.net 

NPO 法人金澤町家研究会の拠点「彦三町家」で、以前に寄贈いただいた手作りの木目込みのひな人形を飾りま

した。これを機会に、会員の皆様や近所の方に見に来ていただき、また、子どもたちにもクイズなどを楽しん

でいただこうと、ひなまつりを企画・開催しました。 

当日は雪の舞う天候で、来訪者は多くはありませんでしたが、近所の方や金澤町家研究会会員および金澤町

家友の会会員の方が訪ねてくださり、お茶を飲みながら、和気あいあいと歓談することができました。お子さ

んには、金澤町家学生会議の学生たちが作成した謎解きクイズを楽しみました。 

■町家でひなまつり in彦三町家（3月 9日（土）） 

■町並み＆まちづくり拝見・第 3回「福井・武生の町並み」 

 武生の町は、平成 17(2005)年に今立町と合併し越前市となりました。古代から北陸道

が通り、越の国の国府があった地です。今年は大河ドラマの影響で、紫式部が一時期暮

らしたことでも注目されています。 

総社大神宮や国分寺の建立以降、多くの寺社が集まった「寺町エリア」、古い町家や

蔵が点在する「旧城下町エリア」、大正から昭和初期の店舗や蔵が残る「蔵の辻」、道路

の一画に残された松並木など、歴史を経た町並みが残っています。 

平成 11(1999)年に旧市街地の建物悉皆調査が行われ、調査地域の 38％が伝統的な町

家であることが分かりました。金沢の町家に比べて、背の低い古い形式の町家が多い印

象を受けました。 

令和 5 年度 3 回目の「金澤町家塾」は、3 月 9 日（土）10 時より、増田達男先

生による「金澤町家における武士系と町家系の変遷と特徴」と題した講座を開催

しました。金沢は京都とは異なり、城下町時代の武家文化を源流として金澤町家

は武士系と町家系に大きく分けられ、城下町時代の侍屋敷の特徴や明治期以降近

代にもその特徴が継承された足軽屋敷、町家系住宅の移り変わり、金澤町家の変

遷について解説いただきました。 

■町家の日 in金沢 2024 

3 月 8 日を「町家の日」とした取り組みが京都発により各地で進められています。今年は 2024 年 3 月 2 日

(土)～3 月 10 日(日)が「町家の日ウィーク」でした。当研究会でも、金澤町家を活用した店舗や施設などで開

催されるイベントを募集し、ワークショップや雛飾り展示などの情報発信を行いました。https://machiyanohi.jp/ 

 ■「金澤町家塾」金澤町家探訪／金澤町家を学ぶ講座を開催しました 

 

講座の様子 

寺町通りに通じる道には古い町並みが残る 

蔵の辻 

石畳が整備された寺町通りと沿道の町家 

http://kanazawa-machiya.net/
https://machiyanohi.jp/

